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研究要旨  

小児がん医療の実態と理想の間には大きな乖離がある。このため小児がん拠点病院の

医療の質を向上させ、より理想に近い小児がん診療を行うことができる体制を構築す

ることが求められている。そのため小児がん拠点病院同士や中央機関の診療連携の実

態把握、患者の動態調査、ブロック毎の地域医療の把握を通して、医療連携の在り方

を検討する必要が在り、当センターは他の小児がん拠点病院と分担し、小児がん診療

病院の実態把握と評価を行えるような Quality Indicator（QI）案の作成、検証を行う。 

さらに、地域の小児がん診療レベルの向上のために、地域の小児がん診療病院との連

携体制、小児がん診療に関する啓発活動を行う。 

また、小児がん生存者の増加と共に求められている、晩期合併症の早期発見、診療を

行う長期フォローアップや、成人医療への移行医療に関する体制の整備を行う。 

  

 

 

Ａ．研究目的 

 平成２５年２月に小児がん拠点病院が

（以下「拠点病院」とする）が全国に１

５施設指定されたが、小児がん医療の実

態と理想の間には依然として乖離がある。

そこで、まず拠点病院同士や中央機関の

診療機能の調査を行い、また診療連携の

実態を把握する。次いで、小児がんを診

療する病院の診療機能の実態調査を行う。

その際に小児がんを診療する病院の実態

把握と評価を行えるようなシステムとし

ての Quality Indicator（QI）案の作成、

検証を行う。 

また当センターのある東京都は日本の

人口の約１０分の１を抱えた大きな医療

圏であり、さらに周辺各県を加えるとそ

の医療圏はさらに大きくなる。東京都に

は小児がんを積極的に診療する病院が拠

点病院２病院以外に約１０病院あり、そ

の医療機関の間での連携も重要であり、

地域小児がん医療連携体制整備を行う。 

当センターは小児病院でありながら、

同じ建物内に成人医療機関も併設されて

おり、成人医療機関との長期フォローア

ップや移行医療の連携体制構築について

モデルとなりうる施設であり、長期フォ

ローアップや移行医療に関する体制整備

を目指す。 



 

Ｂ．研究方法 

 １）Quality Indicator（QI）案の作成 

研究分担者である大阪市立総合医療セ

ンター藤崎氏の作成した QI 案について

実現可能性について検証を行う。 

 ２）地域小児がん医療連携体制整備 

 東京都の事業である「東京都小児がん

診療連携協議会」事務局として、主に東

京都内における小児がん診療病院間の連

携体制整備、一次医療機関に対する小児

がん啓発活動を行う。 

 ３）長期フォローアップ、移行医療体

制整備 

 当センター及び東京都立多摩総合医療

センターとの間でこれらのモデルを施行

する。 

 

Ｃ．研究結果 

 １）Quality Indicator（QI）案の作成 

センター内、及び班会議に置いて藤崎

氏の作成した QI 案の実現可能性を検討

したが、成人がんに比較してガイドライ

ン治療の作成が難しい小児がんにおいて

は客観性や妥当性のある QI の作成が難

しいことが判明した。 

 ２）地域小児がん医療連携体制整備 

 ２６年度に都内にある小児がん診療を

行っている１４施設に関する情報を公開

（ http://www.fukushihoken.metro.toky

o.jp/iryo/iryo_hoken/gan_portal/index.h

tml）し、毎年更新を行い、各診療機関の

診療機能の実態を把握している。 

 ２６年度末に「小児がん診断ハンドブ

ック」を作成し、都内の小児科系を中心

とした一次医療機関に配布、またこれを

用いた勉強会を開催した。２７年度はこ

れを増刷し、拠点病院や各道府県に配布

し、小児がん早期診断の啓発を行った。 

 ３）長期フォローアップ、移行医療体

制整備 

 脳腫瘍の長期フォローアップ外来を開

設した。具体的には、脳腫瘍の長期フォ

ローアップに重要な脳神経外科、血液・

腫瘍科、内分泌・代謝科、リハビリテー

ション科、心理、看護外来等を１日で回

ることができるように外来をアレンジし、

問題点がある場合には、診療後に関係各

部門で集まり、共有するというものであ

る。実績はまだ限られているが、特に問

題は認めていない。 

 小児がんに限定したものではないが、

移行看護外来が２５年から当センターに

は開設されており、自立支援を主体とし

た移行プログラムを開始している。２７

年度に初めて、骨髄移植後の患者が成人

医療機関に移行することとなった。また、

東京都立多摩総合医療センターとの間に

体系的に成人医療機関への移行を行うた

めの「移行医療委員会」が設立された。 

 

Ｄ．考察 

 Quality Indicator（QI）や共通フォー

マットを用いた情報公開を通じて、拠点

病院や中央機関、その他小児がん診療病

院の診療機能、診療実態を把握すること

は、日本における小児がん医療体制整備

にとって有意義かつ不可欠のことと考え

られた。一方でそれら指標の客観性や妥

当性の評価が小児がんの場合には特に成

人がんと比較して難しいと考えられた。 

 長期フォローアップや移行医療という

小児がん特有の課題に関しては、小児病

院単独では克服することが困難で、成人

医療機関との連携体制を整備することが

重要であると考えられた。 



 

Ｅ．結論 

 日本の小児がん診療の体制整備のため

に、小児がん診療を図る尺度（Quality 

Indicator（QI））の作成を行った。また

地域小児がん診療連携体制整備、長期フ

ォローアップモデルの作成、移行医療に

おける成人医療機関との連携体制整備を

行った。次年度はこれまでに明らかにな

った課題を改善できるような修正とさら

なる体制整備を行う。 

 

Ｆ．健康危険情報 

（総括研究報告書にまとめて記入） 
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12. 奥山舞、湯坐有希、斎藤雄弥、石丸紗

恵、横川裕一、齊藤修、新津健裕、清

水直樹、石立誠人、宮川知士、三好義

隆、金子隆 左主気管支の圧迫を来し
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契機に重症血友病 Aの診断に至った 5

歳女児．第 57 回日本小児血液・がん

学会学術集会 2015年 11月 甲府 

16. 石丸紗恵、湯坐有希、齊藤雄弥、横川

裕一、松井善一、井原哲、福澤龍二、

河野達夫、金子隆 中枢神経病変を認

めた腎ラブドイド腫瘍の 1 例．第 57

回日本小児血液・がん学会学術集会 

2015年 11月 甲府 



17. 横川裕一、湯坐有希、津島ゆかり、鈴

木詩央、齊藤雄弥、石丸紗恵、小森広

嗣、金子隆 再発を繰り返した胸膜肺

芽腫の一例．第 57 回日本小児血液・

がん学会学術集会 2015年 11月 甲

府 

18. 高杉奈緒、齊藤雄弥、岸部峻、石丸紗

恵、横川裕一、湯坐有希、榊原裕史、

三浦大、金子隆 肝不全を呈した、川

崎病による二次性血球貪食性リンパ

組織球増多症候群の一例．第 57 回日

本小児血液・がん学会学術集会 2015

年 11月 甲府 

19. 居石崇志、新津健裕、斎藤雄弥、鈴木

詩央、石丸紗恵、横川裕一、湯坐有希、

金子隆、齊藤修、清水直樹 当院にお

ける過去 5年間の集中治療を要する血

液腫瘍疾患患者の臨床経過．第 57 回

日本小児血液・がん学会学術集会 

2015年 11月 甲府 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

  （予定を含む） 

１．特許取得 

なし。 

２．実用新案登録 

なし。 

３．その他 

なし。 

 


